






震
災
復
興
急
ぐ
べ
き
課
題
は

鈴
　
木
　
春
　
光 

議
員

町
長
　
企
業
誘
致
も
視
野
に
入
れ
雇
用
確
保
に
努
め
る

問

答

問答
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問

　
　

大
震
災
か
ら
１
年
県

外
を
初
め
他
町
へ
の
人
口

流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。
特
に
中
堅
層
の
動

き
が
日
増
し
に
数
を
増
や

し
て
い
る
。
働
く
場
所
が

な
い
と
生
活
の
維
持
が
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
早

急
な
産
業
再
生
と
雇
用
の

確
保
は
不
可
欠
で
あ
る
。

農
林
、
水
産
、
観
光
、
商

工
業
の
復
旧
復
活
が
求
め

ら
れ
る
。
第
６
次
産
業
化
、

企
業
誘
致
も
視
野
に
入
れ
、

推
進
す
る
こ
と
が
復
興
課

題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

農
業
復
興
策
は
、
浸

水
農
地
４
５
０
町
歩
の
う

ち
、
農
地
42
ヶ
所
、
農
道

10
ヶ
所
、
水
路
他
２
０
０

億
余
り
の
予
算
で
早
期
に

営
農
再
開
に
国
の
補
助
事

業
を
活
か
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
水
産
業
関
連
は
町

の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
水

産
加
工
場
、
企
業
の
新
規

立
地
も
検
討
し
な
が
ら
雇

用
確
保
に
努
め
る
。
観
光

業
の
打
撃
も
大
き
い
が
、

食
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
二

大
看
板
を
１
日
も
早
く
復

活
さ
せ
た
い
。
今
後
も
体

験
交
流
事
業
、
年
間
百
万

人
の
交
流
人
口
に
力
を
入

れ
て
い
く
。
商
工
業
、
中

小
企
業
に
は
伊
里
前
商
店

街
７
店
舗
、
志
津
川
復
興

名
店
街
30
店
舗
の
経
営
者

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
し
っ
か
り
支
援
し
て

い
く
。
林
業
関
係
で
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
推
進

に
つ
い
て
は
、
森
林
組
合

と
検
討
を
重
ね
取
り
組
ん

で
い
く
。
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公
営
住
宅
復
興
住
宅

建
設
の
高
台
移
転
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
事
業

化
へ
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
足

り
な
い
と
思
う
、
国
の
制

度
規
制
網
が
あ
る
の
か
。

　
　

宅
地
造
成
と
隣
接
の

場
所
を
基
本
と
し
て
平
成

24
年
度
設
計
、
平
成
25
年

度
末
入
居
を
目
指
し
て
い

る
。

　
　

松
原
住
宅
、
戸
倉
小

学
校
は
大
津
波
に
よ
り
、

損
壊
破
壊
さ
れ
た
。
解
体

か
再
利
用
で
き
な
い
か
を

伺
う
。

　
　

地
盤
沈
下
で
安
全
面

等
総
合
的
に
考
え
現
在
の

場
所
で
の
復
旧
は
考
え
て

い
な
い
。
戸
倉
小
学
校
は

高
台
へ
移
設
す
る
。

　
　

膨
大
な
解
体
費
用
等

を
考
え
た
場
合
、
何
か
に

再
利
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

戸
小
は
漁
業
者
の
加
工
施

設
と
直
売
所
あ
る
い
は
漁

協
か
自
然
活
用
セ
ン
タ
ー

事
務
所
に
す
る
。
松
原
住

宅
な
ら
、
外
洋
側
の
防
潮

堤
基
盤
に
さ
ら
に
は
水
族

館
等
に
改
装
し
、
観
光
に

役
立
て
る
。
防
災
上
、
中

高
層
の
堅
牢
な
建
物
が
必

要
不
可
欠
だ
と
建
設
さ
れ

た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
。

　
　

現
時
点
で
町
と
し
て

の
考
え
方
は
解
体
す
る
方

向
で
進
め
て
い
る
。

問

▶��

被
災
し
た
松
原
住
宅
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観
光
の
復
興
と
振
興
策
は

山
　
内
　
昇
　
一 

議
員

問

問

答
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町
長
　「
魚
竜
館
」
は
整
備
・「
道
の
駅
」
構
想
は
検
討
中

問

答

問

答 問

答問

答

答問

　
　

大
震
災
で
町
被
災
率

61
％
の
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
町
並
み
や
海
岸
線
の

美
し
い
景
観
も
流
失
し
た
。

１
年
の
歳
月
の
経
過
。
本

年
度
を
復
興
元
年
と
位
置

づ
け
、
ス
ピ
ー
ド
感
で
災

害
復
旧
、
復
興
計
画
の
実

施
が
新
し
い
街
づ
く
り
の

課
題
で
あ
る
。
今
後
、
農

林
水
産
業
の
再
生
に
合
わ

せ
、
商
工
、
観
光
事
業
も

早
期
復
興
が
重
要
。
震
災

前
の
南
三
陸
金
華
山
国
定

公
園
の
眺
望
は
海
の
町
と

し
て
名
声
が
あ
り
、
年
間

100
万
人
以
上
の
観
光
客
の

交
流
で
あ
っ
た
。
今
後
、

復
旧
・
復
興
が
進
め
ば
、

街
の
賑
わ
い
も
戻
り
観
光

客
の
来
訪
の
期
待
感
も
大

き
く
な
る
の
で
観
光
振
興

に
地
域
資
源
、
各
文
化
財

も
含
め
現
状
で
の
被
害
状

況
の
検
証
と
今
後
を
伺
う
。

　
　

本
町
の
観
光
は
町
内

事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
等
が
官
民
一
体
で

行
う
。
震
災
後
も
復
興
市

開
催
、
語
り
部
の
活
躍
で

こ
の
町
の
復
興
を
観
光
面

か
ら
リ
ー
ド
す
る
。

　
　

荒
沢
神
社
の
太
郎
坊

杉
の
浸
水
被
害
と
対
策
は
。

　
　

県
と
文
化
庁
が
調
査
。

樹
木
医
の
診
察
を
受
け
幾

分
樹
勢
回
復
の
経
過
中
で

あ
る
。

　
　

防
潮
堤
の
海
側
に
設

置
し
て
い
る
歌
津
魚
竜
館

と
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の

復
旧
再
生
は
。

　
　

別
々
に
区
分
、
保
護

を
図
る
。

　
　

松
原
公
園
が
流
失
、

震
災
公
園
に
植
栽
で
自
然

公
園
の
癒
し
と
多
重
防
護

機
能
の
考
え
は
。

　
　

土
地
利
用
計
画
の
中

で
公
園
に
造
林
の
考
え
、

町
民
の
意
見
を
求
め
て
い

く
。

　
　

県
道
泊
崎
線
は
数
ヶ

所
崩
落
、
幹
線
で
観
光
道

と
し
て
の
位
置
づ
け
も
あ

り
早
急
、
県
当
局
へ
要
望

を
。

　
　

各
所
管
の
省
庁
で
の

協
議
設
計
を
県
と
町
で
対

応
す
る
。

　
　

田
束
山
の
頂
上
付
近

の
２
ヶ
所
の
崩
落
道
路
の

整
備
は
。

　
　

林
道
の
認
定
を
受
け
、

今
年
の
つ
つ
じ
祭
り
ま
で

対
処
す
る
。

　
　

道
の
駅
構
想
は
三
陸

道
が
延
伸
中
。
「
命
の

道
」
復
興
道
と
し
て
、
本

町
発
展
、
地
域
活
性
化
と

観
光
面
か
ら
も
重
要
。
山

海
の
食
材
活
用
と
展
示
、

販
売
、
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
町
の
顔
に

な
る
が
。

　
　

か
ね
て
か
ら
、
今
後

の
観
光
面
に
施
設
整
備
は

必
要
で
場
所
を
含
め
検
討

中
。

答

▶
太
郎
坊
杉
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問

答
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水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
は小

　
山
　
幸
　
七 

議
員

町
長
　
関
係
機
関
と
連
携
し
て
品
質
保
持
、
安
定
供
給
に
努
め
て
い
く

　
　

震
災
後
に
、
ワ
カ
メ

養
殖
漁
業
は
短
期
間
で
漁

協
に
出
荷
で
き
て
一
番
早

い
収
入
の
源
で
あ
る
。
２

月
末
か
ら
震
災
後
初
め
て

若
布
の
刈
り
取
り
が
始
ま

り
、
今
年
は
養
殖
い
か
だ

の
数
が
極
端
に
減
少
し
て

い
る
た
め
か
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
多
く
、
食
味
、
製

品
も
良
く
、
過
去
に
例
を

見
な
い
よ
う
な
高
値
を
呼

ん
で
い
る
。
水
産
業
の
再

起
な
く
し
て
南
三
陸
町
の

復
興
は
な
い
と
言
わ
れ
て

お
り
ワ
カ
メ
養
殖
が
先
行

き
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
そ
の
復
興
に
向
け
て

再
生
し
た
南
三
陸
町
特
産

ワ
カ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

漁
業
者
と
漁
協
関
係

機
関
の
努
力
に
よ
り
、
歌

津
地
区
で
震
災
前
の
６
割
、

志
津
川
地
区
で
は
震
災
前

問

と
同
等
の
水
準
ま
で
ワ
カ

メ
養
殖
の
施
設
数
が
回
復

し
て
お
り
、
取
引
業
者
か

ら
の
評
判
も
良
く
例
年
以

上
の
高
値
で
あ
る
。
今
後

は
高
品
質
な
物
を
安
定
的

に
供
給
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
行
政
と
し
て
も
漁

協
と
密
に
連
携
を
取
り
な

が
ら
南
三
陸
産
ブ
ラ
ン
ド

ワ
カ
メ
の
品
質
保
持
、
安

定
供
給
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
品
は
知
名

度
を
高
め
る
こ
と
、
つ
ま

り
ネ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
を
作

り
上
げ
る
こ
と
だ
と
考
え

る
。
震
災
発
生
後
の
４
月

27
日
、
当
町
に
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
来
町
に
な
り
、

歌
津
中
学
校
避
難
場
所
を

訪
れ
、
避
難
し
て
い
る
多

く
の
町
民
を
励
ま
し
、
今

後
立
ち
直
る
勇
気
、
そ
し

て
気
力
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
両
陛
下
の
お

励
ま
し
の
お
陰
で
今
は
復

興
、
発
展
へ
と
確
実
に
ワ

カ
メ
養
殖
漁
業
は
前
進
し

て
い
る
。
そ
の
証
と
し
て

皇
居
に
南
三
陸
町
特
産
塩

蔵
ワ
カ
メ
を
献
上
し
ワ
カ

メ
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て

の
確
立
を
図
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　

南
三
陸
町
と
い
う
名

前
の
つ
い
た
水
産
物
な
ど

が
出
回
る
と
大
変
評
判
が

い
い
、
し
か
し
基
本
的
に

は
皇
室
献
上
品
は
新
規
の

検
問
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
受

け
付
け
て
い
な
い
と
の
こ

と
。

　
　

１
０
０
％
だ
め
と
は

言
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
落
ち
込
ん
で
い
る

町
民
の
心
を
癒
し
、
最
大

の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な

る
よ
う
に
、
震
災
の
慰
問

に
お
礼
と
し
て
差
し
上
げ

る
よ
う
な
形
で
実
行
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

　
　

壊
滅
的
な
町
か
ら
少

し
ず
つ
復
活
の
気
炎
を
上

げ
て
い
る
、
そ
う
い
う
意

味
で
南
三
陸
町
で
も
こ
の

よ
う
な
ワ
カ
メ
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
お
届
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
は
大
変
う

れ
し
い
、
ど
う
い
う
形
の

中
で
実
現
で
き
る
か
に
つ

い
て
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
辺
の
所
は
色
々

な
ル
ー
ト
を
使
い
な
が
ら

検
討
し
、
や
っ
て
み
た
い

と
思
う
。
い
ず
れ
本
当
に

献
上
品
と
い
う
事
に
な
れ

ば
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い

事
は
な
い
。

▲ ワカメのボイル作業

答

被
災
自
治
体
に
見
合
っ
た
財
源
支
出
を

千
　
葉
　
伸
　
孝 

議
員

町
長
　
財
政
の
健
全
化
と
地
域
振
興
に
努
力
す
る

問 問答
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法
人
業
務
量
の
２
割

で
も
町
長
の
立
場
と
し
て

「
兼
業
禁
止
」
の
法
に
抵

触
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　

町
の
請
負
が
業
務
量

の
半
分
を
超
え
る
場
合
は
、

兼
業
禁
止
に
当
た
る
と
し
、

業
務
量
の
半
分
を
超
え
な

い
場
合
で
も
業
務
の
主
要

部
分
を
占
め
、
長
の
職
務

執
行
の
公
正
、
適
正
を
損

な
う
と
認
め
ら
れ
る
場
合

と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

法
人
が
町
に
対
す
る
請
負

を
主
に
し
て
い
る
場
合
の

み
兼
業
を
禁
止
し
て
い
る

の
で
法
に
は
触
れ
て
い
な

い
。

　
　

継
続
性
と
反
復
性
、

そ
し
て
習
慣
的
な
業
務
の

発
注
が
あ
り
、
随
意
契
約

が
９
割
を
占
め
、
倫
理
的

に
欠
け
る
業
務
発
注
に
問

題
は
な
い
の
か
。

　
　

発
注
の
件
に
つ
い
て
、

私
の
立
場
か
ら
答
弁
を
差

し
控
え
た
い
。

　
　

業
務
の
発
注
は
50
万

円
以
上
が
入
札
、
50
万
円

か
ら
30
万
円
は
２
社
以
上

か
ら
見
積
も
り
徴
収
で
契

約
し
、
30
万
円
以
下
が
課

長
の
判
断
で
１
社
か
ら
見

積
も
り
を
取
り
契
約
す
る

場
合
も
あ
る
。
業
務
発
注

は
見
積
も
り
徴
収
に
よ
る

「
随
意
契
約
で
あ
り
、
財

務
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。(

総
務
課
長)

　
　

業
務
発
注
の
中
で
、

町
長
・
副
町
長
・
総
務
課

長
の
各
課
長
へ
の
影
響
力

は
な
か
っ
た
か
。

　
　

「
入
札
審
査
委
員

会
」
の
委
員
長
と
し
て
、

だ
れ
が
影
響
力
を
持
つ
の

か
と
、
常
に
真
摯
に
検
討

し
て
、
一
つ
一
つ
の
事
案

に
結
論
を
出
し
て
い
る
。

(

副
町
長)

　
　

昨
年
10
月
に
代
表
職

を
辞
め
た
訳
は
。

　
　

新
聞
で
の
指
摘
を
受

け
、
本
意
と
す
る
と
こ
ろ

で
な
く
、
「
李
下
に
冠
を

正
さ
ず
」
と
い
う
意
味
で

取
締
役
を
辞
退
し
た
。

　
　

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
入
札

参
加
資
格
申
請
の
提
出
や
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

業
務
発
注
告
知
を
、
限
ら

れ
た
業
種
事
業
所
に
働
き

か
け
を
す
る
取
り
組
は
。

　
　

他
の
業
種
に
お
い
て

は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
札
を
行
っ
て
い
る
。

入
札
参
加
願
い
を
出
し
、

登
録
し
な
い
と
参
加
資
格

は
な
い
。(

総
務
課
長)

　
　

印
刷
業
務
の
22
年
度

の
実
績
は
全
体
で
１，

４

４
０
万
円
、
Ｓ
社
は
69
％
、

Ｔ
社
は
18
％
、
Ｃ
社
が
13

％
で
あ
り
、
受
注
差
が
業

界
の
格
差
と
な
り
、
事
業

所
の
衰
退
を
生
ん
で
い
る

が
。

　
　

財
務
規
則
に
準
じ
て

発
注
を
し
て
い
る
。
公

平
・
公
正
な
発
注
の
方
法

だ
と
思
う
。(

総
務
課
長)

　
　

地
方
公
務
員
と
し
て

の
被
災
事
業
所
へ
の
業
務

発
注
の
、
公
平
・
公
正
の

意
識
に
問
題
は
な
い
か
。

公
務
員
道
徳
教
育
の
向
上

を
図
る
考
え
は
。

　
　

南
三
陸
町
職
員
倫
理

規
程
に
よ
り
ル
ー
ル
を
定

め
て
い
る
。
町
民
か
ら
誤

解
を
受
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
服
務
規
律
の
確
保

に
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

　
　

行
政
の
物
品
費
・
業

務
費
発
注
の
経
費
を
節

約
・
削
減
し
、
被
災
者
に

一
日
も
早
く
笑
顔
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
、
被
災
者

支
援
経
費
捻
出
や
雇
用
の

場
の
創
出
の
財
源
に
回
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

被
災
自
治
体
に
お
い

て
は
、
復
興
施
策
・
被
災

者
支
援
及
び
雇
用
創
出
事

業
に
要
す
る
費
用
な
ど
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

答

答 答

問

※「兼業禁止」・・地方自治法規定に、普通地方公共団体の長
　　　　　　　　　は、当該普通地方公共団体に対し請負いを
　　　　　　　　　する者及びその支配人又は主として、同一
　　　　　　　　　の行為をする法人の取締役等である事がで
　　　　　　　　　きない。
※「随意契約」・・競争または入札の方法によらず、相手方を
　　　　　　　　　選択し、随意にこれと締結する契約。国ま
　　　　　　　　　たは地方公共団体の契約では特別の場合に
　　　　　　　　　限られる。(広辞苑より)



編
集
後
記

編
集
後
記

わたしの意見
わたしの意見

あなたの提言
あなたの提言

仮
設
住
宅
の
再
度
検
討
願
い

岩
沢
仮
設
住
宅

後
　
藤
　
静
　
子
さ
ん

　

私
は
、
震
災
の
時
に
は

京
都
に
居
る
娘
の
所
へ
行

っ
て
い
た
の
で
、
ま
の
当

た
り
に
体
験
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
昨
年
の

11
月
に
帰
っ
て
き
て
変
わ

り
果
て
た
町
内
、
そ
し
て

す
っ
か
り
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
自
宅
を
見
て
涙
も
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
仮
設
住

宅
も
最
初
は
１
ｋ
で
し
た

が
、
私
の
手
術
後
の
体
調

も
あ
り
役
場
に
何
度
も
お

願
い
し
て
、
今
は
岩
沢
仮

設
（
２
Ｋ
）
入
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

久
し
ぶ
り
に
会
う
と
今
ど

こ
に
い
る
の
？
か
ら
始
ま

っ
て
仮
設
で
の
様
子
を
話

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

知
り
合
い
の
ご
夫
婦
が
二

人
で
「
１
Ｋ
に
入
っ
て
い

る
ん
だ
、
役
場
に
何
度
も

お
願
い
し
た
け
ど
だ
め
だ

っ
た
」
と
、
私
も
１
Ｋ
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
け

ど
一
人
で
い
っ
ぱ
い
な
の

に
、
こ
こ
に
二
人
で
と
思

う
と
、
ど
う
に
か
な
ら
な

い
の
か
な
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。
役
場
の
方
も
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
続
く
今
の
生
活
で

す
か
ら
再
度
検
討
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
１

年
過
ぎ
て
、
皆
さ
ん
何
と

な
く
落
ち
着
い
て
来
ま
し

た
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
公
営
住
宅
が
な
ん
ぼ

で
も
早
く
に
建
つ
こ
と
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
町
民
の
声
」
を
聴
い
て
下
さ
い

戸
倉
中
学
校
仮
設

千
　
葉
　
洋
　
子
さ
ん

　

あ
の
３.

11
か
ら
私
の

生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
自
宅
は
流
さ
れ
何

と
か
命
だ
け
は
助
か
り
ま

し
た
。
初
め
に
避
難
し
た

志
津
川
中
学
校
の
教
室
の

避
難
生
活
と
な
り
、
お
陰

様
で
５
月
早
め
に
戸
中
仮

設
へ
の
入
居
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
は
町
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
我
慢
す
る
事
も
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
行
政
の

方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
事

に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
住
ま
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
仮
設
も
、
道

路
も
凸
凹
が
あ
り
、
夜
の

車
の
運
行
が
心
配
で
す
。

ま
た
病
院
ま
で
の
巡
回
バ

ス
も
本
数
が
少
な
く
、
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

は
生
活
費
の
負
担
増
と
な

り
、
バ
ス
の
増
便
を
考
え

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
台
移
転
を
早
く
し
て

ほ
し
い
、
生
活
支
援
の
義

援
金
も
欲
し
い
で
す
が
、

子
供
た
ち
が
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
私
は
も

う
少
し
我
慢
し
な
い
と
い

け
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

町
に
は
働
く
場
が
少
な

く
、
生
活
の
場
所
も
な
い

の
で
、
私
の
友
だ
ち
は

「
み
な
し
仮
設
」
の
２
年

間
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い

と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

 

町
長
さ
ん
に
も
議
会
議
員

の
皆
さ
ん
に
も
是
非
全
て

の
仮
設
を
回
り
、
「
町
民

の
声
」
を
聴
き
、
今
何
が

被
災
地
・
被
災
者
に
必
要

な
の
か
を
理
解
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
町
づ
く
り
」
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、

24
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
が
３
５
５
億
円
と
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
超
大

型
予
算
に
な
る
な
ど
、

実
質
12
日
間
の
審
議
が

行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

「
復
興
元
年
」
本
格
的

に
復
興
に
向
け
て
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
一
日
も

早
い
生
活
再
建
が
叶
い

ま
す
よ
う
、
オ
ー
ル
南

三
陸
町
で
歩
ん
で
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、

よ
り
読
み
や
す
く
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
、
さ

ら
に
充
実
し
た
議
会
だ

よ
り
の
発
行
に
向
け
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

副
委
員
長　

　
　
　
　

星　

喜
美
男


